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筆者は眼視観測による輻射点分布についても調査したので、K-49 付近に得られている輻射点のグループを

紹介する（表４）。ここで Denning が含まれていないが、他は 1930 年の観測を意識しているからだと解釈す

ることもできるし、実際には 7P/Pons-Winnecke また 73P/Schwassmann-Wachmann3 それぞれの突発出現を除け

ば、両者による流星活動と区別しがたいからだとみることもできる。図３は 2014 年の天文回報の観測指針で

取り上げたグラフだが、5 月下旬から 7 月にかけて TAH と JBO に近い軌道をもつ写真とビデオ観測の流星数

を示している。4 つの極大が見られ、B が TAH、D が JBO に相当する。いずれも弱い活動であり、平年にお

いて両者を区別することは困難であることが分かる。 
その後、2011 年に Jenniskens 等が活動を捉えたという報告があるが、詳しいことは不明である。 

 
３．GMN による 2022 年の観測 
図４ａ、ｂに GMN による輻射点分布を示す。回帰分析前の分布からも推定されるように活動期間が短いに

もかかわらず、輻射点の移動量が大きいことが分かる。また、活動も極大後に急速に減少したことが分かる。

回帰分析後の輻射点分布からは、地球の進行方向背後から衝突する輻射点が拡散しやすい流星群にも関わらず、

輻射点がよく集中しており、彗星核から放出されて時間が短いトレイルによるものであることが分かる。 

図５は回帰直線のうち y 座標に関するものを示す

が、観測がいくつかの集団に分かれていることが示

されている。これは、GMN の観測点が地球上で均等

に配置されていないためである（後述）。つまり、

極大を含めて 3 日間出現が捉えられている。その前

後については、散在との区別が困難な程度の活動状

況であったことが分かる。 
表５は回帰分析による輻射点の中心位置からの距

離による輻射点数及び輻射点密度（／平方度）を示

したものである。中心から 7 度以上離れると密度は

0.2 程度に下がり、輻射点が良く集中していることが

分かる。以下で行う検討は、ここで 3 度以内に入っ

ている 1278 個の流星について行ったものである。GMN の観測は 2018 年から開始され、観測数は指数関数的

に増加している。このため、ここでは 2021 年以前の観測も含めているが、2021 年の輻射点が 5 個含まれるだ

けであり、区別せずに使用した。 
 
表５：回帰分析後の輻射点分布と輻射点密度。 
r 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
N 583 487 208 95 29 24 7 18 10 13 
Density 185.6 51.7 13.2 4.3 1.0 0.7 0.2 0.4 0.2 0.2 
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図 ４：回帰分析前（左、ａ）、回帰分析後（右、ｂ）。 
y = 5.42779 x ‐ 372.18500 
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図 ５：y 座標についての回帰直線。 



先に述べたように TAH は 2022 年の出現でほぼ 3
日間にわたって観測されているが、ここでは極大の

中心部分を取り上げることにする。 
図６は太陽黄経 69~70 の間に観測された流星を時

間系列で並べて、30 個ごとの時間間隔を求め、それ

から太陽黄経 1 度当たりの出現数に換算している。

細かい増減を繰り返しているが、突出しているのは

太陽黄経 69.417、5 月 31 日 04h14m(UT)で、太陽黄経

1度当たりの出現数は13580個に達したと推定される。

これは輻射点高度の補正をしていないが、HR=565、
1 分あたりで 10 個近い流星が出現したことになる。

しかし、その継続時間は短く、2 時間後には HR は 200
程度に減少していた。日本で観測される頃には 100
分の 1 以下であったことになる。 
ここで、図６で表されている流星がどこで観測さ

れたのか、太陽黄経と出現点の経度の関係を見てみ

よう（図７）。図６で太陽黄経 69.3~4 の間で減少が

見られるが、これは観測に適した地点が大西洋上に

ある時間帯でヨーロッパから北アメリカに観測地点

が移動しているためだと考えられる。北アメリカの

観測点で大西洋側（アメリカ東岸）は観測地点が少

なく、西岸に多いこともわかる。予報通り、北アメ

リカ西岸が今回の観測適地であったことが確認でき

る。また、上に示した極大時刻もアメリが西岸の観

測によるものであることも分かる。 
表６に GMN の観測から求めた輻射点と軌道要素

の推算値を示す。輻射点は 1 日当たり 5 度という大きな速度で北上していたことが分かる。状況は 1930 年で

も同様であったと考えられ、1930 年の観測は不自然だということになる。 
軌道要素では、近日点の黄経、黄緯（）及び、軌道半長径 a がほぼ一定であったとみられる。近日点

方向を軸として軌道が回転して、軌道傾斜角 i が増加したために輻射点が北上したものであろう。 
 
表６：GMN の観測による輻射点及び軌道要素の推算値。 
s -s    Vg e q i     a 
65.0 128.8 12.6 197.6 6.1 9.8 0.607 0.982 3.3 203.3 65.0 268.2 -1.3 2.50 
66.0 128.1 18.0 200.0 11.0 10.2 0.624 0.983 4.9 202.6 66.0 268.6 -1.9 2.62 
67.0 127.3 23.5 202.4 15.9 10.5 0.636 0.985 6.4 201.9 67.0 268.8 -2.4 2.71 
68.0 126.5 28.9 204.9 20.8 10.9 0.643 0.987 8.1 201.0 68.0 268.8 -2.9 2.76 
69.0 125.7 34.3 207.5 25.7 11.2 0.643 0.990 9.7 200.0 69.0 268.7 -3.3 2.77 
69.1 125.6 34.9 207.8 26.2 11.3 0.643 0.990 9.9 199.9 69.1 268.7 -3.3 2.77 
69.2 125.5 35.4 208.0 26.7 11.3 0.642 0.990 10.1 199.7 69.2 268.7 -3.4 2.77 
69.3 125.4 36.0 208.3 27.2 11.3 0.642 0.991 10.2 199.6 69.3 268.6 -3.4 2.77 
69.4 125.3 36.5 208.6 27.7 11.4 0.642 0.991 10.4 199.5 69.4 268.6 -3.5 2.77 
69.5 125.2 37.0 208.8 28.2 11.4 0.641 0.991 10.6 199.4 69.5 268.6 -3.5 2.76 
69.6 125.1 37.6 209.1 28.7 11.4 0.641 0.992 10.7 199.3 69.6 268.6 -3.5 2.76 
69.7 125.0 38.1 209.4 29.2 11.5 0.640 0.992 10.9 199.2 69.7 268.5 -3.6 2.75 
69.8 124.9 38.7 209.7 29.6 11.5 0.639 0.992 11.1 199.0 69.8 268.5 -3.6 2.75 
69.9 124.8 39.2 209.9 30.1 11.5 0.638 0.993 11.2 198.9 69.9 268.5 -3.6 2.75 
70.0 124.7 39.8 210.2 30.6 11.6 0.638 0.993 11.4 198.8 70.0 268.4 -3.7 2.74 
71.0 123.5 45.2 213.1 35.5 11.9 0.626 0.996 13.1 197.4 71.0 268.0 -3.9 2.66 
72.0 122.1 50.6 216.1 40.3 12.3 0.608 1.000 14.8 195.8 72.0 267.3 -4.0 2.55 
73.0 120.4 56.0 219.5 45.2 12.7 0.583 1.003 16.5 194.0 73.0 266.4 -3.9 2.41 
74.0 118.1 61.3 223.2 49.9 13.0 0.552 1.007 18.1 191.8 74.0 265.2 -3.7 2.25 
75.0 114.8 66.6 227.5 54.6 13.4 0.515 1.010 19.8 189.2 75.0 263.7 -3.1 2.08 
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図 ６：突発出現時の出現状況。 
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